
日本海側拠点港の形成に向けた計画書

対象機能 ： 国際海上コンテナ
応募港湾 ： 国際拠点港湾 伏木富山港
港湾管理者： 富山県

(伏木富山港は3地区により構成)

伏木地区

新湊地区

富山地区

公表用資料



目標：環日本海時代における国際拠点港湾の実現

＜目標達成のための、5つの基本戦略＞

新規開設を含む
航路の拡充

①市場開拓・創荷 ②集荷力向上 ③航路拡充

④他港との連携 ⑤港湾施設の効率的な運
営と物流コストの軽減

県内企業の利用
促進と集荷圏の
拡大を同時に進
め、集荷力向上

・日本海側各港湾と
の連携により各港の
利便性の向上
・集荷力を強化し、
各港からの輸送コス
トの低減

港湾施設の運営の
効率化により、利
便性の向上、港湾
コスト軽減

国内・海外の市
場開拓を図り、
輸出入貨物の創
出と多様化

＜伏木富山港の拠点港としての、３つの特色・ポテンシャル＞

環日本海時代の国際物流拠点(国際海上コンテナ)

対ロシアの貿易拠点(RORO船、フェリー、北洋材等)

対岸諸国との観光拠点(外航クルーズ)

モノの交流①

人の交流

モノの交流②

＜伏木富山港が目指す日本海側拠点港、３つの姿＞

１ 伏木富山港の特色・ポテンシャル

（１）興隆する対岸諸国へのゲートウェイ・三大都市圏に直結

・環日本海の中央部に位置し、三大都市圏のいずれともほぼ等距離といった地理的優位性。

・国際コンテナ取扱量は過去１０年間で全国平均（1.3倍）を大幅に上回る1.7倍の伸び。

・国際定期コンテナ航路は５年前の1.7倍の５航路月４２便。（H23.5月末：5航路50便）

・外航商船入港隻数は本州日本海側で第１位。

・輸出額は本州日本海側で第１位。（輸入額でも第２位）。

・期待膨らむシベリア・ランド・ブリッジ（ＳＬＢ）。

・ロシア航路は月２便の定期コンテナ航路を有し、さらに、ラストポート化が実現。

・対ロシア貿易額は日本海側第１位。（川崎港に次ぐ国内第２位）

・コンテナ（実入り）の輸出入バランスは日本海側第１位（輸出49.3％、輸入50.7％）

・ロシアとの定期貨客船の就航(月２便 2010年8月から)。

・環日本海に拡がるビジネス・交流拠点の設置（中国ｰ大連・上海、ロシアｰウラジオストク）。

・富山県ものづくり総合見本市を中国をはじめ東アジアや欧米の企業など348社

（うち国内177社）の参加により開催

・内航フィーダーによる他港からの集荷増

・能登半島に被覆され、冬期波浪の影響も受けにくい天然の良港。

・過去30年間の震災回数が全国最尐。

・今後30年以内の地震発生確率は極めて低い地域。

・極めて台風の影響を受けにくい港。

・三大都市圏のいずれとも複数の高速道路により３～４時間台で直結。

（２）太平洋側の主要港湾の代替機能を有する災害に
強い港湾

・中京圏からのロシア向け貨物のCO2排出量を60％削減可能。

・三大都市圏からの欧州向け貨物のCO2排出量が70％削減可能。

（３）地球にやさしい物流ルートの形成可能な港湾
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（１） 興隆する対岸諸国へのゲートウェイ・三大都市圏に直結

① 日本海側の中央に位置する対岸諸国へのゲートウェイ

国際定期コンテナ航路
5航路月42便（5年前の1.7倍）

〔 2011.5まで月50便 〕

(富山県ビジネスサポートデスク)
(富山県大連事務所)

(富山県アンテナショップ)

コンテナバース １バース
-14m（暫定 -１２ｍ）
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中京圏をはじめ近畿圏・関東圏と直結している伏木富山港② 中京圏をはじめ近畿圏・関東圏と直結している伏木富山港

 

中国

東南アジア

韓国

中京圏

関
東
圏

近
畿
圏

ロシア極東

「MapFan」及び「2009ＪＲ貨物時刻表」より距離、時間を試算。
（一般道30km/h、鉄道95km/h）

道路 鉄道

ルート
練馬ＩＣ（関越）
～上信越～小杉ＩＣ（北陸）

東京貨物～高岡貨物

距離 ４0０ｋｍ ５２０ｋｍ

時間 4時間50分 5時間30分

ルート
一宮ＩＣ（名神道）
～東海北陸道～高岡北ＩＣ（能越道）

名古屋貨物～高岡貨物

距離 ２２０ｋｍ ３１０ｋｍ

時間 3時間 3時間20分

ルート
豊中ＩＣ（名神道）
～小杉ＩＣ（北陸道）

梅田貨物～高岡貨物

距離 ３５０ｋｍ ３３０ｋｍ

時間 4時間15分 3時間30分

近
畿
圏

中
京
圏

関
東
圏

北陸 14 兆円 

・富山県・石川県 

・福井県・新潟県 

その他 28 兆円 
・長野県・静岡県・山梨県 

その他

食料品

繊維

化学

金属

機械

地域別の製造品出

荷額等（Ｈ２０） 

近畿圏 53 兆円 
・大阪府・兵庫県・京都府 
・滋賀県・奈良県・和歌山県 

中京圏 64 兆円 
・愛知県・三重県・岐阜県 

｢経済産業省経済産業

政策局調査統計部 

平成 20 年工業統計表

[産業編]｣を基に作成 

三大都市圏からほぼ等距離 

伏木富山港の後背地には

極めて高い工業集積 

北九州地域 

8 兆円 
・福岡県 

〈参考〉 

関東圏 90 兆円 
・東京都・神奈川県・千葉県 
・埼玉県・栃木県・群馬県・茨城県 

中京圏をはじめ近畿圏・関東圏と直結している伏木富山港 

「MapFan」及び「2009JR 貨物時刻表」より距離、時間を試算。 

（一般道 30km/h、鉄道 95km/h） 

 

中国

東南アジア

韓国

中京圏

関
東
圏

近
畿
圏

ロシア極東

「MapFan」及び「2009ＪＲ貨物時刻表」より距離、時間を試算。
（一般道30km/h、鉄道95km/h）

道路 鉄道

ルート
練馬ＩＣ（関越）
～上信越～小杉ＩＣ（北陸）

東京貨物～高岡貨物

距離 ４0０ｋｍ ５２０ｋｍ

時間 4時間50分 5時間30分

ルート
一宮ＩＣ（名神道）
～東海北陸道～高岡北ＩＣ（能越道）

名古屋貨物～高岡貨物

距離 ２２０ｋｍ ３１０ｋｍ

時間 3時間 3時間20分

ルート
豊中ＩＣ（名神道）
～小杉ＩＣ（北陸道）

梅田貨物～高岡貨物

距離 ３５０ｋｍ ３３０ｋｍ

時間 4時間15分 3時間30分

近
畿
圏

中
京
圏

関
東
圏

北陸 14 兆円 

・富山県・石川県 

・福井県・新潟県 

その他 28 兆円 
・長野県・静岡県・山梨県 

その他

食料品

繊維

化学

金属

機械

地域別の製造品出

荷額等（Ｈ２０） 

近畿圏 53 兆円 
・大阪府・兵庫県・京都府 
・滋賀県・奈良県・和歌山県 

中京圏 64 兆円 
・愛知県・三重県・岐阜県 

｢経済産業省経済産業

政策局調査統計部 

平成 20 年工業統計表

[産業編]｣を基に作成 

三大都市圏からほぼ等距離 

伏木富山港の後背地には

極めて高い工業集積 

北九州地域 

8 兆円 
・福岡県 

〈参考〉 

関東圏 90 兆円 
・東京都・神奈川県・千葉県 
・埼玉県・栃木県・群馬県・茨城県 

中京圏をはじめ近畿圏・関東圏と直結している伏木富山港 

「MapFan」及び「2009JR 貨物時刻表」より距離、時間を試算。 

（一般道 30km/h、鉄道 95km/h） 

地域別の製造品出

荷額等（2009）

「経済産業省経済産

業政策局調査統計部

2009工業統計表」を

基に作成

（１） 興隆する対岸諸国へのゲートウェイ・三大都市圏に直結
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（２） 太平洋側の主要港湾の代替機能を有する災害に強い港湾

① 地震・台風が極めて尐なく、波の影響を受けにくい

富山県

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

秋田(秋田港)

酒田(酒田港)

新潟沖(新潟港)

金沢(金沢港)

柴山(舞鶴港)

伏木富山(伏木富山港)

平均有義波高の推移(2001～2009)平均有義波高（ｍ）

0.80

0.40

1.60

1.40

1.20
1.00

0.60

0.20

0.00

年度

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 ＊有義波高とは、波高の高い方から、全
体の1/3を平均化したもの

（地震調査研究推進本部：今後30年以内に
震度6以上の揺れに見舞われる確率の分布図）

台風が極めて尐ない

過去10年間（1999～2008）
都道府県別水害被害累積額分布図

（2000価格）

富山県

ア 過去30年間（1980～2010）の震災回数
震度3以上 21回
震度4以上 4回

イ 今後30年以内の地震発生確率

（国土交通省：水害統計）

2,000～ 億円

1,500～2,000億円

1,000～1,500億円

800～1,000億円

～800億円

全国最尐
（気象庁資料より算出）

波高が比較的低い 過去9年間（2001～2009）
平均有義波高

富山県の震度6弱以上の地震
の発生確率は非常に尐ない
（0.1%～6.0%）

地震が尐ない

ウ 東日本大震災に係る余震の発生状況
（震度4以上）

東日本大震災の余震状況

県名
震度４
以上

震度３

青森 14 43
秋田 15 38
岩手 46 83
宮城 59 107
山形 18 42
福島 98 189
茨城 75 147
栃木 33 90
群馬 13 44
千葉 26 74
埼玉 20 47
東京 6 31
神奈川 5 29
山梨 3 15
長野 29 66
新潟 17 64

富山 0 3

石川 1 3
静岡 2 13
岐阜 3 10
愛知 1 2

26％以上
6％～26%
3%～6%
0.1%～3%
0.1%未満
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② 伏木富山港から3～4時間台で直結している三大都市圏
（どの都市圏へも複数ルートで支援可能）

中国

韓国

東南アジア

ロシア極東

近畿圏

関東圏

中京圏

伏木富山港

道路 鉄道

ルート
練馬ＩＣ（関越）
～上信越～小杉ＩＣ（北陸）

東京貨物～高岡貨物

距離 ４0０ｋｍ ５２０ｋｍ

時間 4時間50分 5時間30分

ルート
一宮ＩＣ（名神道）
～東海北陸道～高岡北ＩＣ（能越道）

名古屋貨物～高岡貨物

距離 ２２０ｋｍ ３１０ｋｍ

時間 3時間 3時間20分

ルート
豊中ＩＣ（名神道）
～小杉ＩＣ（北陸道）

梅田貨物～高岡貨物

距離 ３５０ｋｍ ３３０ｋｍ

時間 4時間15分 3時間30分

近
畿
圏

中
京
圏

関
東
圏

 

■交通ネットワーク

（複数ルートの高速道路） （レールによる外貿コンテナ輸送）

支援船

各都市圏に対して
複数のルートによる
代替性が確保されている

伏木富山港一港を整備することにより、三大都市圏における港湾
のいずれの代替機能も果たすことが可能

（２） 太平洋側の主要港湾の代替機能を有する災害に強い港湾

練馬ＩＣ（関越）～
上信越～小杉ＩＣ（北陸）

一宮ＩＣ（名神道）～東海北陸道
～高岡北ＩＣ（能越道）

豊中ＩＣ（名神道）
～小杉ＩＣ（北陸道）
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（３） 地球にやさしい物流ルートの形成可能な港湾

① 伏木富山港を利用することによるCO2排出量削減効果

ロシア極東へ輸送する場合、太平洋側港湾を利
用する場合と比べて最大60％のCO2削減が可能

○相手港：ロシア極東港
○シフト前ルート

東京都・愛知県・大阪府～太平洋側最寄港～ロシア極東港
○シフト後ルート

東京都・愛知県・大阪府～伏木富山港～ロシア極東港

ロシア極東港向け貨物

伏木富山港

神戸港

大阪港

名古屋港

横浜港

ウラジオストク

ボストチヌイ

シフト前のルート
5～7日

清水港

北九州港

三河港

金沢港

釜山港

敦賀港

シフト後のルート
3日

国内鉄道輸送の場合

CO2
削減割合

CO2
削減量

貨物発地点 （％） （t-CO2/100TEU）
関東圏 62 140
中京圏 62 120
近畿圏 54 90

国内トレーラ輸送の場合
CO2

削減割合
CO2

削減量
貨物発地点 （％） （t-CO2/100TEU）

関東圏 24 60
中京圏 39 80
近畿圏 8 10

ロシア・欧州へ輸送する場合、シベリアランドブ
リッジを利用するとスエズ運河を利用し海上輸送
する場合と比べて最大70%のCO2削減が可能

○目的地：サンクトペテルブルク
○相手港：（シフト前）サンクトペテルブルク港 （シフト後）ロシア極東港
○シフト前ルート

東京都・愛知県・大阪府～太平洋側最寄港～サンクトペテルブルクまで海上輸送
○シフト後ルート

東京都・愛知県・大阪府～伏木富山港～ロシア極東港～（SLB）～
サンクトペテルブルク

ロシア欧州側港湾向け貨物

サンクトペテルブルク

モスクワ

ボストチヌイ
伏木富山港

シベリアランドブリッジ
約 9,500km

海上コンテナ輸送
約 22,200km

約 800km

シフト前のルート
35～40日

シフト後のルート
約20日

太平洋側港湾

国内鉄道輸送の場合

CO2
削減割合

CO2
削減量

貨物発地点 （％） （t-CO2/100TEU）
関東圏 70 1200
中京圏 70 1200
近畿圏 70 1200

国内トレーラ輸送の場合
CO2

削減割合
CO2

削減量
貨物発地点 （％） （t-CO2/100TEU）

関東圏 65 1100
中京圏 68 1200
近畿圏 65 1100

注1)「ロジスティクス分野におけるCO2

排出量算定方法共同ガイドライ
ンver2.0」（平成18年4月 経
済産業省 国土交通省）に基づ
き算出

注2) CO2排出量＝2000t(≒100TEU)×
輸送機関別輸送距離×CO2排出
量原単位

：シフト前ルート

：シフト後ルート

：海上輸送

：鉄道輸送

：国内輸送
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本州日本海側最多の外航商船入港隻数

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

川
崎

港

伏
木

富
山

港

千
葉

港

和
歌

山
下

津
港

福
山

港

堺
泉

北
港

横
浜

港

苫
小

牧
港

名
古

屋
港

新
潟

港

輸入

輸出伏
木

富
山

港

2008年
対ロシア

外貿貨物取扱量
全国合計
28,234千t

和歌山下津港
5%

その他
47%

堺泉北港
4%

新潟港
3%

福山港
5%

千葉港
6%

伏木富山港
9%

川崎港
11%

名古屋港
3%

横浜港
4%

苫小牧港
3%

輸出額は本州日本海側で第１位（輸入額でも第２位）

対ロシア外貿取扱貨物量は国内第２位
日本の主な港の対ロシア外貿取扱貨物量(2008)
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【出典】港湾統計（年報）2008年/国土交通省を基に作成
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両津港

小木港

西郷港

鳥取港

船川港

三隅港

能代港

浜田港

七尾港

酒田港

敦賀港

舞鶴港

秋田港

金沢港

直江津港

境港

下関港

新潟港

伏木富山港

日本海側諸港の外航商船入港隻数（2009）

伏木富山港

外航商船入港隻数（2009年）

 

七尾港

敦賀港舞鶴港

秋田港

新潟港

直江津港

伏木富山港

金沢港

鳥取港

境港
浜田港

三隅港下関港

酒田港

船川港

能代港

両津港

小木港

西郷港
凡凡 例例

：特定重要港湾

：重要港湾

：定期コンテナ航路有り

：定期コンテナ航路無し

国際拠点港湾

161,662

116,102

69,400
59,415

42,908 39,345 39,221
29,748 27,263

3,541 103
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000
(単位:百万円)

2010年 輸出額

406,608

136,106

96,069
64,413 60,025 50,677 45,885 40,907 38,786 36,099 26,294

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000
(単位:百万円)

2010年 輸入額

２ 伏木富山港の現況

【出典】港湾統計（年報）2009年/国交省を基に作成

【出典】財務省貿易統計より

【出典】財務省貿易統計より
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伏木富山港における国際コンテナ貨物量の増加

7,623 7,564 7,355 8,489 11,747 10,535 12,035 14,074 15,639 16,621 17,518 18,924 19,561 20,191 22,069
2,424

6,133 5,342
6,722

7,572
7,869

6,562
8,778

10,564
11,135

13,326 12,846 10,040 6,576
8,627

8,300

11,584 11,481
14,186

16,397 16,267 16,434

19,821

22,523
25,641

27,494 26,669
24,450

20,771

25,338

4,923

5,761

6,863

8,232

1,892

1,620

1,443

1,456

2,629
1,625

2,805

3,540

3,822

2,386

3,483

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

輸出（実入り） 輸出（空） 輸入（実入り） 輸入（空）

※ＴＥＵ（twenty-foot equivalent units）：20ft.（コンテナの長さ）換算のコンテナ取扱個数の単位。
※（ ）の数値は対前年比。

単位：ＴＥＵ

25,621
(△5.7%)

30,853
(20.4%)

38,345
(24.3%)

36,296
(△5.3%)

37,836
(4.2%)

46,213
(22.1%)

52,548
(13.7%)

55,783
(6.2%)

61,821
(10.8%)

63,362
(2.5%) 59,812

(△5.6%)

19,967
(36.3%)

27,173
(36.1%)

外貿コンテナ取扱個数の過去１０年間の年平均増加率
Ｈ10→Ｈ20 Ｈ11→Ｈ21 H12→H22

伏木富山 8.8％(2.3倍) 5.8％(1.8倍) 5.3％(1.7倍）
日本海側 7.8％(2.1倍)  2.6％(1.3倍) 4.5％(1.6倍）
全 国 5.0％(1.6倍)  2.5％(1.3倍) 2.9％(1.3倍）

内貿
3 ,347

54,401
内貿含む

57 ,748

内貿
4 ,757

加
増

64,266
(対前年比１８％の増）

4,757
（対前年比４２%の増）

コンテナ取扱個数が
過去最大

69,023
（内貿含み：対前年比20%の増）

外
貿

内
貿

1998⇒2008 1999⇒2009 2000⇒2010

201020092008200720062005200420032002200120001999199819971996
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伏木富山

ボストーチヌイ港
ウラジオストク港

シベリア鉄道

横浜
名古屋神戸

門司

門司は２ラウンド目のみ寄港
先に太平洋側

伏木富山

ボストーチヌイ港
ウラジオストク港

シベリア鉄道

横浜
名古屋神戸

門司

門司は２ラウンド目のみ寄港
先に太平洋側

ロシア極東定期コンテナ航路のルート

【効果】・輸出コンテナのリードタイムが短縮 （海上輸送日数：約１０日→約２日：約８日短縮）

・ロシアの輸入業者の金利負担軽減

VEGA DAVOS（６９８TEU積み） 〈これまでの経緯〉

・92～08年 月1便
・08年10月

月２便化
・10年 7月

ラストポート化

・伏木富山港のラストポート化が実現
・知事のＦＥＳＣＯ訪問等により、H22年7月より開始、隔週土曜日寄港

伏木富山

ボストーチヌイ
港

ウラジオストク港

シベリア鉄道

新潟

横浜

名古屋
神
戸

門司

先に日本海側

伏木富山

ボストーチヌイ
港

ウラジオストク港

シベリア鉄道

新潟

横浜

名古屋
神
戸

門司

先に日本海側

チヌイ

チヌイ

ラストポート化の実現

運航日数・寄港地
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

名古屋 神戸 門司 →
伏木
富山

↑
ボス

トーチ
ヌイ

浜横 ウラジオ
ストク2ラウンド目

のみ寄港

ボスト
チヌイ

30.7% 30.0%

76.9%

30.8%

15.2%
22.0%

48.1%

70.0%

51.0%

34.1%
39.6% 38.4%

13.2%

61.5%

32.3%

58.1%
52.4%

31.3% 32.6%

49.3%
43.3%

53.5% 51.4%

81.4%

31.2%

50.2%
57.2%

29.1%

3.2%

28.2%

50.0%

69.3% 70.0%

23.1%

69.2%

84.8%
78.0%

51.9%

30.0%

49.0%

65.9%
60.4% 61.6%

86.8%

38.5%

67.7%

41.9%
47.6%

68.7% 67.4%

50.7%
56.7%

46.5% 48.6%

18.6%

68.8%

49.8%
42.8%

70.9%

96.8%

71.8%

50.0%
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50%

100%
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8.4%

40.9%
32.7%

45.0%

28.6%

17.7%

48.4%

35.9%

81.6%
70.9% 74.9%

84.7%

23.5% 27.0%

48.3% 50.2%

28.1%
35.7% 39.2%

46.9%

58.8%

12.7% 15.3%

29.8%

46.0%

66.9%
59.7%

48.5%

17.0%
24.8% 28.8%

93.9%

42.6%

91.6%

59.1%
67.3%

55.0%

71.4%

82.3%

51.6%

64.1%

18.4%
29.1% 25.1%

15.3%

76.5% 73.0%

51.7% 49.8%

71.9%
64.3% 60.8%

53.1%

41.2%

87.3% 84.7%

70.2%

54.0%

33.1%
40.3%

51.5%

83.0%
75.2% 71.2%

6.1%

57.4%

0%

50%

100%
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水
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港
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港
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港
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里
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津

港
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港

川
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港

那
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港

大
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港

全
国

平
均

：輸出割合＝輸出コンテナ個数（実入り）÷輸出入コンテナ個数（実入り）

：輸入割合＝輸入コンテナ個数（実入り）÷輸出入コンテナ個数（実入り）

伏
木

富
山

港

【出典】外貿コンテナ個数及び貨物量2009年年計/港湾近代化促進協議会を基に作成

日本海側諸港の外貿コンテナの輸出入バランス

34% 40% 31% 33%
49% 43%

54%
29%

41% 33% 36%

66% 60% 69% 67%
51% 57%

46%
71%

59% 67% 64%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

良好な
バランス

＜輸出入バランスのとれた伏木富山港＞

ロシア極東定期コンテナ航路のルート

【効果】・輸出コンテナのリードタイムが短縮 （海上輸送日数：約１０日→約２日）
・ロシアの輸入業者の金利負担軽減 約８日間短縮

・知事のロシアのFESCO社訪問等により、2010年7月より開始、隔週土曜日寄港
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Ⅱ－１ 目 的

①我が国経済の発展に貢献

留萌

小樽

稚内

石狩湾新港

能代

船川
秋田

酒田

新潟

七尾
直江津

伏木富山

東京

金沢

敦賀

舞鶴

鳥取境

浜田

下関
博多

北九州

三隅

唐津
伊万里

佐世保

長崎

西安

連雲港

北京

天津

大連

ハサン

イルシ

ハルビン

吉林

長春ザミンウド

エレンホト

新義州

満洲里

ザバイカリスク

ウランバートル

スフバートル

ナウシキ

ウランウデ

イルクーツク

チタ

蘭州

ハバロフスク
ワニノ

コムソモリスク
・ナ・アムーレ

タイシェト

瀋陽

ソウル

釜山

平壌

琿春

鄭州

敦化

羅津

丹東営口

ボストーチヌイ

ウラジオストク
トロイツア

綏芬河

バイカル湖

ロシア連邦

モンゴル

中国
北朝鮮

韓国

横浜
神戸

大阪
名古屋

東京

青島

上海

蔚山

光陽

木浦

至モスクワ

大連輸送回廊

綏芬河輸送回廊

モンゴル鉄道
広軌－シベリア鉄道と同じ

中国東北三省

シベリアランドブリッジ

対岸諸国との物流ネットワーク

中国

韓国

①我が国経済の発展に貢献

②富山県や近隣地域、中京・東海圏をはじめ三大都市圏の経済発展に貢献

③災害時における太平洋側港湾の代替機能
④CO2排出量削減による地球環境にやさしい物流の確立

経済成長が著しい環日本海・東アジア地域との物流拠点として、その経済活力を取り込み、我が国の経済発展に貢献。

すいふんが

ウランウデ

図們江輸送回廊

天津・モンゴル輸送回廊

韓国航路
４便/週

中国・韓国航路
３便/週

中国航路
２便/週

ロシア極東航路
０．５便/週

東南アジア航路
現在韓国止まり

１便/週

地域圏域のイメージ

目指す物流ルート
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屋
港

新
潟

港

輸入

輸出伏
木
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山

港

2008年
対ロシア

外貿貨物取扱量
全国合計
28,234千t

和歌山下津港
5%

その他
47%

堺泉北港
4%

新潟港
3%

福山港
5%

千葉港
6%

伏木富山港
9%

川崎港
11%

名古屋港
3%

横浜港
4%

苫小牧港
3%

伏木富山港をロシア、中国等への重要なゲートウェイとし、富山県・岐阜県をはじめ中京・東海圏、関東圏、近畿圏の経済発展に貢献。

「経済産業省経済産業政策局調査統計部

2009工業統計表」を基に作成

③災害時における太平洋側港湾の代替機能 ④ＣＯ２排出量削減による地球環境に
やさしい物流の確立

災害に強く、複数の高速道路など道路ネットワークが充実しており、三大
都市圏における港湾の代替機能を果たす。

伏木富山港を利用するルート、シベリア鉄道を利用するルートを強化する
ことにより、ＣＯ２排出量の削減が可能。

北陸新幹線
開業区間

北陸新幹線
既着工区間

高規格幹線道路

国道

（平成２６年度末
開業予定）

三大都市圏からほぼ等距離

関東圏 ７１兆円
・東京都・神奈川県・千葉県
・埼玉県・栃木県・群馬県・茨城県

中国

韓国

東南アジア

ロシア極東

近畿圏

中京圏

伏木富山港

伏木富山港の背後地に
は極めて高い工業集積

中京圏 ４８兆円
・愛知県・三重県・岐阜県近畿圏 ４３兆円

・大阪府・兵庫県・京都府
・滋賀県・奈良県・和歌山県

北九州地域

８兆円
・福岡県

北陸 １１兆円
・富山県・石川県
・福井県・新潟県

その他 ２２兆円
・長野県・靜岡県・山梨県

〈参考〉

関東圏

【ワイズマン報告※ （抜粋） 】
・中京圏の圏域を最初に決めるべき

であり、発展の方向はまず北陸。
・伊勢地域と北陸地域を結ぶ新たな

流れは中部圏の将来の開発像の
骨格を形成。

・ソ連や中国との貿易が密接になる
と港湾施設の整備や工業用地も必
要。
富山は、新産都市に指定されてい
るし、経済地理的な面でも中京との
関係は特に深い。

※昭和39年4月：国連ワイズマ
ン調査団報告

東
海
北
陸
自
動
車
道
（平
成
20
年
開
通
）

地域別の製造品出荷額等（2009）

②富山県や近隣地域、中京・東海圏をはじめ三大都市圏の経済発展に貢献
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○２０１５年の目標
目指すべき姿
① 対岸諸国の経済発展を踏まえ、ダイレクト航路が充実（中国便ー週7便）
② 富山県や周辺地域、三大都市圏から伏木富山港へ集荷が促進
③ コンテナバースの延伸により沖待ちが解消され定時性を確保
④ コンテナバースの延伸等により、災害時太平洋側港湾の代替機能の強化
⑤ 港湾運営民営化による、サービスの向上・効率的な運営

(ニーズに応じた柔軟な運用、大口利用者優遇など弾力的な使用料設定等）

留萌

小樽

稚内

石狩湾新港

能代

船川
秋田

酒田

新潟

七尾
直江津

伏木富山

東京

金沢

敦賀

舞鶴

鳥取境

浜田

下関
博多

北九州

三隅

唐津
伊万里

佐世保

長崎

西安

連雲港

北京

天津

大連

ハサン

イルシ

ハルビン

吉林

長春ザミンウド

エレンホト

新義州

満洲里

ザバイカリスク

ウランバートル

スフバートル

ナウシキ

ウランウデ

イルクーツク

チタ

蘭州

ハバロフスク
ワニノ

コムソモリスク
・ナ・アムーレ

タイシェト

瀋陽

ソウル

釜山

平壌

琿春

鄭州

敦化

羅津

丹東営口

ボストーチヌイ

ウラジオストク
トロイツア

綏芬河

バイカル湖

ロシア連邦

モンゴル

中国
北朝鮮

韓国

横浜
神戸

大阪
名古屋

東京

青島

上海

蔚山

光陽

木浦

①中国へのダイレクト便がデイリー化

Ⅱ－２ 目 標（2015年ならびに2025年の目指すべき姿）

71､900ＴＥＵ （2010年の２．４倍）

中国

韓国

東南アジア

ロシア極東

近畿圏

関東圏

中京圏

伏木富山港
中国

韓国

東南アジア

ロシア極東

近畿圏

関東圏

中京圏

伏木富山港

②県内外からの集荷促進

週７便

中国ダイレクト航路
2010年 12,700ＴＥＵ(週５便)

↓
2015年 49,100ＴＥＵ(週７便)

＜段階的民営化の実施＞

＜段階的民営化の実施＞

ステップ１

ステップ２

H24.4移行
〈利用料金制〉
施設使用料を指定管理者の収入とする
もの。県に納める定額の年間利用料を
超える分は収入増となるため、より一層の
利用拡大や経費削減の取組みが期待で
きる。

２０１２年４月移行
利用者（船社等）

指定管理者県 年間利用料

使用料 使用許可

管理

国有施設（岸壁、ｴﾌﾟﾛﾝ）
県有施設（野積場、ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ等）

民間施設
荷役機械CFS等）

多目的国際ターミナル、岸壁

ステップ１

 

臨港道路富山新港東西線（整備中） 

旅客船バース（海王岸壁） 

多目的国際ターミナル コンテナヤード 10.4ha 

（H19.3 2.1ha 拡張） 

コンテナヤードの拡張予定 5.5ha 

北１号岸壁 L=280ｍ 

コンテナバースの延伸 
コンテナ船 2,400TEU 級（3 万ﾄﾝ級）
が２隻同時接岸・２隻同時荷役可能 

北４号岸壁 
L=250ｍ 

⑤多目的国際ターミナルの民営化

③④コンテナバースの延伸
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留萌

小樽

稚内

石狩湾新港

能代

船川
秋田

酒田

新潟

七尾
直江津

伏木富山

東京

金沢

敦賀

舞鶴

鳥取境

浜田

下関
博多

北九州

三隅

唐津
伊万里

佐世保

長崎

西安

連雲港

北京

天津

大連

ハサン

イルシ

ハルビン

吉林

長春ザミンウド

エレンホト

新義州

満洲里

ザバイカリスク

ウランバートル

スフバートル

ナウシキ

ウランウデ

イルクーツク

チタ

蘭州

ハバロフスク
ワニノ

コムソモリスク
・ナ・アムーレ

タイシェト

瀋陽

ソウル

釜山

平壌

琿春

鄭州

敦化

羅津

丹東営口

ボストーチヌイ

ウラジオストク
トロイツア

綏芬河

バイカル湖

ロシア連邦

モンゴル

中国
北朝鮮

韓国

横浜
神戸

大阪
名古屋

東京

青島

上海

蔚山

光陽

木浦

岸壁:  L = 333m
水深:暫定 ―12m → ―14m

コ ン テ ナ 船
（1,000～3,000TE U級）

富山新港コンテナターミナル コンテナヤード10.4ha

5.0ha
くん蒸上屋

臨港道路富山新港東西線 (工事中)

(-
14

)

L
= 

28
5m

(-14)

L = 280m

泊地(-14m)

L = 197m

ガントリークレーン増設
H22年6月30日 供用開始

シベリア鉄道モスクワ・
サンクトペテルブルク

①ロシアへのダイレクト便がウィークリー化

中国

韓国

東南アジア

ロシア極東

近畿圏

関東圏

中京圏

伏木富山港

②県内外からの
ｼｰｱﾝﾄﾞﾚｰﾙに
よる集荷促進

③コンテナバースの増深

週１便

○２０２５年の目標
目指すべき姿
① 対岸諸国とのダイレクト航路の充実、シベリア鉄道利用による欧州ロシア

や中央アジア諸国、モンゴル等との新物流ルートによるダイレクト航路開設

② 県内外からの集荷促進、中国東北三省や欧州ロシア、中央アジア諸国、
モンゴル等との集荷増加

③ コンテナバースの増深による大型貨物船の同時接岸等、災害時太平洋側港湾
の代替機能強化

④ 港湾運営の民営化によるサービス向上
（戸口から戸口までの一貫輸送への対応など、新たな顧客サービスを実施）

106､100ＴＥＵ （2010年の３．６倍）

ロシア極東航路
2010年 2,200ＴＥＵ(月２便)

↓
2025年 5,700ＴＥＵ(週１便)

④多目的国際ターミナルの民営化

 

国・県 

利用者（船社等） 

民営 

          

 

公設 (岸壁等)  

（大規模修繕、建設）   

貸付料 

   

貸付 

使用料 使用許可 

港湾運営会社 
・港湾運営 
・荷役業務 
・小規模修繕 
・建設 

・ステップ１ 

  現状で算定 

・ステップ２ 

  国の支援等を踏まえ算定 

ステップ２

貸付制度導入
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広州

天津

北京

上海

瀋陽

大連

2011年

2001年

中国全体

東北地域
うち遼寧省
（うち大連市）

華北地域

華東地域

うち上海市

華南地域

香港・マカオ

年 企業数 事業所数

`01 ４１ ６２

`03 ５８ ９９

`05 ５８ １０９

`07 ５８ １１８

`11 ９８ ２４６

62 事業所

246 事業所
9 事業所

61 事業所

15 事業所

19 事業所

7 事業所

40 事業所 20 事業所

104 事業所

3事業所

28 事業所 17 事業所
(13事業所）

44 事業所
(34 事業所)

17 事業所

46 事業所

◆事業所数は１０年前と比べ中国全土で４．０倍（遼寧省２．６倍、上海市６．８倍、華南地域５．７倍）

9 事業所

その他

うち北京市・天津市

14 事業所

1 事業所

伏木富山

ボストーチヌイ港
ウラジオストク港

シベリア鉄道

横浜
名古屋神戸

門司

伏木富山

ボストーチヌイ港
ウラジオストク港

シベリア鉄道

横浜
名古屋神戸

門司

海上ルート（スエズ運河経由）

モスクワまで３５～４０日

※08年10月～

月２便に増便
(太平洋側大規模港に同じ ）

※10年7月～

ラストポート化

○富山県の最近の取組み

・09年2～3月 ロシア・ノボシビルスク等まで自動車、ビールをトライアル輸送

・10年11月 ロシア・ウラジオストク商談会の開催

・10年12月 ウラジオストク及びハバロフスクでの観光説明会の開催

・11年2～3月 モスクワ等まで通信機器、リンゴ、切花などをトライアル輸送

伏木富山港直行
２０日

ウラジオストク

シベリア・ランド・ブリッジ

モスクワまで ２３日

（名古屋港基点）モスクワ

サンクトぺテルブルク

◆ロシアの経済発展、日系自動車メーカー等の進出に伴い、シベリ ア鉄道を活用した物流
（シベリアランドブリッジ）への期待が高まっている。

H22.5.4
富山県ビジネスサポートデスク開設

H22.5.2
日露知事会議にて、
シベリア鉄道の定時性・迅速性
を図ることを提起

共同声明に盛り込み

運航日数・寄港地
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

名古屋 神戸 門司 →
伏木
富山

↑
ボス

トーチ
ヌイ

浜横 ウラジオ
ストク2ラウンド目

のみ寄港

【効果】・輸出コンテナのリードタイムが短縮
（伏木富山港）

（海 上輸送日数：約１０日→２～３日：約８日短縮）

【中国】

・中国東北三省は、一大経済圏を形成し益々の経済成長期待

日本海側に、直接輸出入する積出港（羅津(ﾗｼﾞﾝ)港､ザルビノ港)

・釜山トラン シップから中国ダイレクト便への転換推進

・多くの富山県企業が進出しており、貿易貨物増加を期待

・1984年 富山県と遼寧省－友好県省締結

・1985年 伏木富山港と大連港－友好港提携協定締結

・2005年 2010年 石井知事上海市訪問（交流推進を合意）

・2009年 遼寧省と友好県省25周年協定書締結

数次にわたり遼寧省、広東省、大連市、北京市、上海市と交流促進

Ⅱ－３ 計画の内容 （１）対岸諸国の動向とコンテナ貨物の増加に向けた取組み

陳政高遼寧省長と友好県省
25周年協定書署名式

（ 2009.5遼寧省）

【ロシア】
・経済上昇、WTO加盟間近。 相次いで日本の自動車産業が進出
・シベリア鉄道で内陸部と結節。エネルギー供給基地として期待
・ラストポート化などにより、貿易貨物増加が期待
・1992年 富山県と沿海地方と友好提携締結
・1992年 伏木富山港とｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ商業港の友好提携締結
・2010年 日ロ知事会議－石井知事｢通関手続きの迅速化」

「シベリア鉄道の定時性・迅速化｣働きかけ共同声明
・2010年 ﾊﾊﾞﾛﾌｽｸ地方知事・沿海地方議会議長と友好協力確認

98社

41社

【ロシアからの観光客誘致に係る主な取組み】
○ロシア・ウラジオストクでの観光説明会の開催（H21.7)

○ロシア極東地域への観光ＰＲ

・ウラジオストク・ハバロフスクからの旅行会社等の招聘（H22.7)

・ウラジオストク・ハバロフスクでの現地ＰＲの実施（H22.12）

○ロシア・ウラジオストクでの屋外広告（H22.7～9）

○日露知事会議（モスクワ）（H22.5）

新規市場の開拓：ロシア

ロシア市場の開拓

近年の経済成長などから、今後の観光客増加が見込まれるロシア市場を
対象に、観光説明会、現地ＰＲ広告の設置などの各種施策を実施

ロシア観光客誘致の取組み

ゴルチャコフ沿海地方議会議長との会談
（H22.5月5日）

シュポルト ハバロフスク地方知事との会談
（H22.5月2日）

ロシア旅行会社等招聘（立山）

ウラジオトク看板広告

ロシアとの定期貨客船の就航：平成22年8月24日

 

DONG CHUN FERRY 

(東春航運株式会社) 

ニュー・ドンチュンフェリー号

総トン数 １３，２１３トン
乗客定員 ６４９人

（うち１５９人和室大広間）
乗用車積載数 約３５０台

※県内宿泊者のバスツアーへのインセンティブ
制度を創設

伏木富山

ウラジオストク港

束草(ｿｸﾁｮ)港

トロイツァ港
(旧ｻﾞﾙﾋﾞﾉ港)

新規就航
ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ-伏木富山（2便/月）

新潟

東春航運㈱
束草-ﾄﾛｲﾂｧ-ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ

（H22.7月）

(H22.7月～9月）

シュポルト ハバロフスク地方知事との会談
（2010.5.2）

ＦＥＳＣＯウラジオストク社長との会談
（2010.5.4）

李克強 中華人民共和国
国務院副総裁との会談

（ 2009.5北京）

日本と中国との貿易額で増加額が大きい品目（2010対前年比）【貿易統計より】
（輸出）電気機器、一般機械、輸送用機器
（輸入）電気機器、一般機械、元素及び化合物

☆県内企業の中国への進出状況
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タイ船会社訪問
(ＲＣＬ）

【韓国】
・ 2010年は、輸出・輸入ともに前年を上回り、輸出は過去最高
・ 日韓の産業構造は似通っており、企業は、貿易依存度が高い。

【北朝鮮】
・現在、政治課題等により、北朝鮮国との物流は途絶

・将来、国家交流が復活すれば、重要な物流相手国

【中ロ関係】
・近年、中ロ関係は、急速に接近。今後中国東北三省の貨物が、

極東ロシア経由で輸送見込み
・ ウラジオストク港をはじめとするロシア極東の日本海側各港から、伏木

富山港へ輸送見込み

【モンゴル】
・ 炭田・鉄鉱石やレアアースなど開発により、鉱物資源大国として経済

発展
・ シベリア鉄道を活用した国際コンテナ貨物増加を期待

2008年4月 韓国でのポートセールス

タイ工業省訪問
（ウィトゥーン事務次官）

シンガポール経済開発庁
訪問(リム副次官）

【東南アジア】シンガポール・タイ 経済・観光訪問団

【ロシアからの観光客誘致に係る主な取組み】
○ロシア・ウラジオストクでの観光説明会の開催（H21.7)

○ロシア極東地域への観光ＰＲ

・ウラジオストク・ハバロフスクからの旅行会社等の招聘（H22.7)

・ウラジオストク・ハバロフスクでの現地ＰＲの実施（H22.12）

○ロシア・ウラジオストクでの屋外広告（H22.7～9）

○日露知事会議（モスクワ）（H22.5）

新規市場の開拓：ロシア

ロシア市場の開拓

近年の経済成長などから、今後の観光客増加が見込まれるロシア市場を
対象に、観光説明会、現地ＰＲ広告の設置などの各種施策を実施

ロシア観光客誘致の取組み

ゴルチャコフ沿海地方議会議長との会談
（H22.5月5日）

シュポルト ハバロフスク地方知事との会談
（H22.5月2日）

ロシア旅行会社等招聘（立山）

ウラジオトク看板広告

ロシアとの定期貨客船の就航：平成22年8月24日

 

DONG CHUN FERRY 

(東春航運株式会社) 

ニュー・ドンチュンフェリー号

総トン数 １３，２１３トン
乗客定員 ６４９人

（うち１５９人和室大広間）
乗用車積載数 約３５０台

※県内宿泊者のバスツアーへのインセンティブ
制度を創設

伏木富山

ウラジオストク港

束草(ｿｸﾁｮ)港

トロイツァ港
(旧ｻﾞﾙﾋﾞﾉ港)

新規就航
ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ-伏木富山（2便/月）

新潟

東春航運㈱
束草-ﾄﾛｲﾂｧ-ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ

（H22.7月）

(H22.7月～9月）

ゴルチャコフ沿海地方議会議長
との会談（2010.5.5）

○日本とロシアとの貿易額で増加額が大きい品目（2010対前年比）【貿易統計より】
（輸出）輸送用機械、一般機械、鉄鋼
（輸入）石油及び同製品、天然ガス及び製造ガス、非鉄金属

○日本と韓国との貿易額で増加額が大きい品目（2010対前年比）【貿易統計より】
（輸出）一般機械、鉄鋼、プラスチック
（輸入）石油及び同製品、鉄鋼、電気機器

○日本とモンゴルとの貿易額で増加額が大きい品目（2010対前年比）【貿易統計より】
（輸出）輸送用機械、一般機械、金属製品
（輸入）石炭・コークス及びれん炭、再輸入品、粗鉱物
○貿易額伸び率が大きい品目１億円以上（2010－2006）
（輸出）穀物及び同調製品、紙類及び同製品、金属製品
（輸入）石炭・コークス及びれん炭、粗鉱物、再輸入品

ウラジオストク商業港視察（2010.5.4）
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Ⅱ－３ 計画の内容 （１）対岸諸国の動向とコンテナ貨物の増加に向けた取組み

○ロシア極東におけるビジネス支援機能の充実

○ロジスティックアドバイザーの配置 ○中国やロシアへのビジネス交流ミッションの派遣
○ロシア極東・中国東北地方のバイヤー招へい
○環日本海経済交流センターの支援

○中国におけるビジネス支援機能の充実

☆輸出入ビジネスに対する支援

○富山県ものづくり総合見本市によるマッチング
機会の創出

☆販路開拓に対する支援

2010年11月極東ロシア

○ロシア・欧米・環日本海 物流・観光懇話会での
提言（座長;谷内 正太郎外務省顧問）を踏まえ、
大連港、ウラジオストク港、ザルビノ港との、船足の
短いシャトル便航路を開拓

○ロシア極東港における通関迅速化の働きかけ
○シベリア鉄道の輸送期間短縮の働きかけ
○シベリア鉄道利用業者団体からの情報収集

○日本海航路のリードタイム・コストのシュミレーション分析
○日本海航路のスタートアップ期支援
○これまでの実証実験を踏まえた航路拡充、物流ルートの開拓

☆シベリアランドブリッジの確立と利便性の向上

☆海外ポートセールス、航路拡充の実現の働きかけ

○官民挙げた海外ポートセールス訪問

○極東コンテナ定期航路のウィークリー化
○ウラジオストク商業港、 大連港との友好港湾関係

の連携強化
○近海航路の維持・拡充の働きかけ

☆日本海コンテナ航路（ロシア極東港と日本海側
港湾のみを結ぶコンテナ航路）の実現への取組み

☆官民連携による「環日本海物流ゴールデンルート
形成研究会 （仮称）」の設置

2010. 5 ＦＥＳＣＯウラジオストク社社長へ増便等を要請

2011. 7 タイ船会社（ＲＣＬ社長）へ東南アジア航路を要請

2009. 5 大連港集団有限公司 董事長に来県（ｾﾐﾅｰ開催）要請
谷内座長から石井知事へ
提言書手交（Ｈ22.1.22）

大連港…県内から多くの企業が進出、東北三省の窓口港

ウラジオストク港…ラストポート化が実現、シベリア鉄道の活用

大連港ポートセールス
（2009.5）

留萌

小樽

稚内

石狩湾新港

能代

船川
秋田

酒田

新潟

七尾
直江津

伏木富山

東京

金沢

敦賀

舞鶴

鳥取境

浜田

下関
博多

北九州

三隅

唐津
伊万里

佐世保

長崎

西安

連雲港

北京

天津

大連

ハサン

イルシ

ハルビン

吉林

長春ザミンウド

エレンホト

新義州

満洲里

ザバイカリスク

ウランバートル

スフバートル

ナウシキ

ウランウデ

イルクーツク

チタ

蘭州

ハバロフスク
ワニノ

コムソモリスク
・ナ・アムーレ

タイシェト

瀋陽

ソウル

釜山

平壌

琿春

鄭州

敦化

羅津

丹東営口

ボストーチヌイ

ウラジオストク
トロイツア

綏芬河

バイカル湖

ロシア連邦

モンゴル

中国
北朝鮮

韓国

横浜
神戸

大阪
名古屋

東京

青島

上海

蔚山

光陽

木浦

ザルビノ
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Ⅱ－３ 計画の内容 （２）地域産業の動向と伏木富山港の利用

☆「ものづくり県・富山」の産業集積

☆県内企業の積極的な海外進出

中国・東南アジアへの企業進出
状況（事業所数ベース）

◆事業所数は１０年前と比べ中国全土で４倍、タイで1.6倍に増加

華南地域

香港・マカオ

【資料】「富山県企業の海外事業所調査」（とやま国際センター、立地通商課）より作成

15事業所

19事業所

7事業所

40事業所 華東地域

20事業所

104事業所

華北地域

3事業所

28事業所

東北地域

17事業所

46事業所

タイ

17事業所

27事業所

シンガポール

12事業所

17事業所

ベトナム

5事業所

2事業所

2事業所

3事業所

インド

2011年

2001年

中国全体

62事業所(41社)

246事業所(98社)

アジア全体

2011年

2001年

141事業所(101社)

328事業所(165社)

インドネシア

9事業所

8事業所

■ものづくり県・富山
富山県はものづくりに対する意識が高
く、産業別就業人口割合では、第２次
産業のウェイトが全国トップとなって
います。

富山県34.8％
全 国26.1％（2005年国勢調査）

■日本海側屈指の工業集積
1人あたりの製造品出荷額等（2009年）

富山県 262万円 全 国 208万円
1人あたりの付加価値額（2009年）

富山県 83万円 全 国 63万円
※付加価値額＝生産額－（原材料使用額＋減
価償却費＋内国消費税）

☆「富山県企業立地促進計画」に基づく企業誘致活動

☆誘致企業の調査（有力誘致企業の抽出）

☆インセンティブ制度を活用した民間施設の物流業務施設の誘致

岐阜県工業団地による伏木富山港視察

インセンティブ制度

富山県の産業活性化富山県の拠点性向上

■ 荷主企業奨励金

集荷の促進

定期コンテナ航路の新規利用・
利用拡大を計画する企業・物流業者、商社等

■ 船社助成金

航路の
維持・拡充

・定期コンテナ船就航船社
・定期コンテナ船、フェリー・ＲＯＲＯ船

新規就航船社・増便船社

伏木富山港利用拡大支援事業

・前年度利用実績からの増加分
１ＴＥＵにつき１万円（上限100万円） 定期コンテナ航路の場合・・・

ガントリークレーン使用料：10％相当額
（上限200万円）

入港料・岸壁使用料（新規就航）：1/2相当額
助成期間：航路開設日から起算して5年間

（H19.4.1～H24.3.31の間に開設・増便）

伏木富山港の活性化

相 乗 効 果

・H22新規利用企業については、

１ＴＥＵにつき１万円（上限100万円）
NEW！

・H22対象を物流業者、商社等に拡大。NEW！

県内企業を対象とした伏木富山港視察

○物流業務施設立地助成制度（助成額＝投資額×助成率）

（１）船社助成金による集荷効果
制度創設（Ｈ１９）以降、６件（月２１便分）が新規就航し、助成金交付

（２）荷主企業奨励金による集荷効果
平成22年度交付対象１３社のうち４社が他港から伏木富山港へシフト

【その他の要件】立地要件：社会資本等（港湾、インターチェンジ、鉄道貨物駅等）の周辺５ｋｍの区域内
施設要件：保管、配送に留まらず、在庫管理や検品、梱包など物流機能の高度化に資する施設

対象業種 助成対象 交付要件（投資額、新規雇用） 助成率 限度額
製造業

運輸業

小売業

卸売業

・土地

・建物

・設備

（設備のみの

  取得を除く）

【新規立地】5億円以上かつ10人以上

【増　　設】15億円以上かつ15人以上

投資額の5% １億円

☆伏木富山港の利用促進に向けたポートセールスの促進

☆インセンティブを活用した貨物集荷や定期航路の拡充
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Ⅱ－３ 計画の内容 （３）太平洋側港湾の代替機能の強化

☆地震が尐ない ☆台風が極めて尐ない
☆波高が比較的低い

名古屋港など太平洋側港湾の代替機能を担うために、岸壁や
コンテナヤードを整備し、さらなる港湾機能の強化を図る。

【２０１１年～２０１５年】整備 【２０１６年～２０２５年】整備

１）災害に強い伏木富山港

事業中

２）伏木富山港における代替機能の強化

☆伏木富山港から３～４時間台で直結している三大都市圏
（どの都市圏へも複数ルートで支援可能）

☆緊急輸送路の耐震性確保
○「耐震補強済みの物流ルート」と「より利便性・信頼性の高い道路ネット

ワークの整備」

【伏木地区】

【新湊地区】

伏木駅

JR高岡
貨物駅

牧野大橋（整備中）

都市計画道路北島牧野線（計画）

なかしんみなと

対岸諸国

コンテナ船

鉄道

【初期】

国際物流
ターミナル

多目的国際
ターミナル

☆シーアンドレールの実現

Ⅱ－３ 計画の内容 （４）官民連携による防災機能の確保

大規模災害時に、緊急物資の輸送や危機管理対応等の優先
業務を継続させ、低下した物流機能をできる限り早期に回復
できるようBCP計画を策定 ○災害時の活動を支える電力の安定供給体制の構築

○専用岸壁の災害時使用に関する協力体制の構築

１）BCP計画（事業継続計画）の策定 ２）官民協働による災害時協力体制の構築

３）災害に強い物流ネットワークの構築

富山西I．C

小矢部砺波J．C．T

国道８号

国
道

47
2号

小杉I．C

高岡駅

(

臨)

東
線

高岡北I．C

高岡 I．C

【 凡 例 】

計 画

高速道路

国 道

県 道 等

整備中

整備後ルート

伏木地区

新湊地区

(臨)伏木外港1号線
L=500m

県道姫野能町線
L=2,000m

県道小杉婦中線
L=1,000m

(臨)富山新港東西線
L=3,600m

(臨)東線・境橋
L=52m（耐震）

（仮称）高岡砺波スマート
インターチェンジ

（臨）富山新港東西線
（新湊大橋）の整備
（L=3,600m）

（参考）新湊大橋の
整備効果

○輸送時間の短縮
（約１０分）

○地域間の交流により
町の活性化

○新名所となる日本海
側最大級の斜張橋

多目的国際ターミナル10.4ha

供用中

東埋立地 西埋立地 【～2025年】既存施設の有効活用

コンテナ保管用地整備

４．２ｈａ

トップリフター１基

指定保税地域

【～2015年】北４号岸壁延伸

（-12m） L=197m（250m）

ふ頭用地 5.5ha

【2012年完成予定】

臨港道路富山新港東西線（新湊大橋）

災害時等の協定

北陸電力専用岸壁

（-14m） L=285

泊地浚渫

(-14m)V=400,000㎥

【～2025年】

【2012年供用開始予定】
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光陽釜山

蔚山

伏木富山港

大連

青島

上海

ボストチヌイ

天津

ウラジオストク

木浦

香港
基隆バンコク、

レムチャバン

小樽港

舞鶴港

中国航路（青島・大連）
中国航路（上海）

 

船社名/代理店   運航日数・寄港地  

【船社】 

神原汽船㈱ 

【代理店】 

伏木海陸運送㈱ 

 

週１便 

（火） 

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 

舞
鶴 

－ 新
潟 

富
山 

金
沢 

境
港 

－ － － － 青
島 

大
連 

－ － 舞
鶴 

－ 新
潟 

富
山 

金
沢 

境
港 

－ 

                       

 

週１便 

(木,月) 

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 

－ － 

境
港 

金
沢 

新
潟 

富
山 

－ 小
樽 

－ 富
山 

金
沢 

－ － 上
海 

－ － 

境
港 

金
沢 

新
潟 

富
山 

－ 

積替(B) 積替(A) 積替(B) 

1 サイクル(2 週間) 

Ⅲ－１ 他の対象港湾との連携
☆名古屋港等との災害時における連携及び災害時協力☆外国貿易と国内移送の連続フィーダー強化のための連携

○ 小樽港との災害時における連携

 

2009 2010 

 【取扱貨物量】※実入り＋空                        H21                    H22 

・小樽 ⇒（伏木富山）⇒ 青島・大連  899TEU  →    943TEU 

                       

・舞鶴 ⇒（伏木富山）⇒ 上海     140TEU    →  192TEU 

                 

・青島・大連 ⇒（伏木富山）⇒ 小樽  2,308TEU →  3,622TEU 

  

                                  外貿内貿連続フィーダー計 

                     H21               H22 

                                        3,347TEU  →  4,757TEU 

                

積替(B) 

積替(B) 

積替(A) 

5%増 

37%増 

57%増 

42%増 

2009 2010 

内航外貿フィーダー 

2009 2010 Ⅲ－２ 既存施設の有効活用

○ 秋田港、船川港、能代港との災害時協力

○ 名古屋港との災害時における協力体制の構築

伏木富山港

名古屋港

☆伏木富山港（新湊地区）既設コンテナバースの延伸・増深

☆伏木富山港（新湊地区）コンテナヤードの整備

☆緊急輸送路の耐震性確保

☆シーアンドレールの実現

 

2009 2010 

 【取扱貨物量】※実入り＋空                        H21                    H22 

・小樽 ⇒（伏木富山）⇒ 青島・大連  899TEU  →    943TEU 

                       

・舞鶴 ⇒（伏木富山）⇒ 上海     140TEU    →  192TEU 

                 

・青島・大連 ⇒（伏木富山）⇒ 小樽  2,308TEU →  3,622TEU 

  

                                  外貿内貿連続フィーダー計 

                     H21               H22 

                                        3,347TEU  →  4,757TEU 

                

積替(B) 

積替(B) 

積替(A) 

5%増 

37%増 

57%増 

42%増 

2009 2010 

内航外貿フィーダー 

2009 2010 
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